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【春の褒章】

埼玉県内から２４人１団体に栄誉

 さまざまな分野で功績を挙げた人々に贈られる「春の褒章」の受章者が発表され、県
内からは２４人１団体が選ばれた。内訳は紅綬褒章１人、緑綬褒章１人１団体、黄綬褒
章５人、藍綬褒章１７人。このうち、黄綬褒章の「仲洋裁」代表、仲洋子さん（６６）
に喜びの声を聞いた。

                  ◇

 □黄綬褒章 「仲洋裁」代表 仲洋子さん（６６）

 ■着る人への思いやり 随所に

 「注文をいただいた方のことを考えながら、どの場面でどういう着こなしをされるの
か、想像して作ることですね」。長く愛される洋服作りの秘訣（ひけつ）を、柔らかな
口調でこう語った。

 物心ついたころから細かい作業が得意で、中学卒業後、洋裁学校に１年通い、川越市
内の洋裁店に１１年勤務。「真夏はエアコンのない部屋でのアイロンがけが大変だっ
た」と当時を振り返る。作業台を囲み、仲間と世間話に花を咲かせたのも忘れがたい思
い出だ。

 結婚を機に第一線を退いたが、子育てが一段落し、再び洋裁の技術を磨きたいと勉強
を再開。平成１５年には第２２回技能グランプリ（洋裁部門）で見事優勝した。この大
会はパターン作りから仕上げのアイロンがけまで、約１０時間かけて行われた。１位獲
得者が再度出場することはないが「本当に過酷な大会。出場できたとしても今は体力が
持たない」と苦笑する。

 卓越した技術で客からのさまざまな注文に応える。中でも定評があるのが、和服のリ
フォームだ。「和服から洋服にするときに一番難しいのは幅の違いと模様」だという。
大島紬（つむぎ）などの生地の特徴を生かした配置に布を裁断したり、テーブルに座っ
た際に柄が引き立つよう工夫するなど、随所に洋服を着る人への思いやりが表れてい
る。

 現在は古着の再利用をテーマにした講座や洋裁教室での指導など、後進の育成に力を
注いでいる。

 「私自身がたくさんの人に支えられてここまでやってきた。自分の思い描いた通りの
洋服を作って身につける喜びを、よりたくさんの人に伝えていければ」とほほえんだ。
（菅野真沙美）
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